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斐伊川直轄河川改修事業



 

  

河川改修事業の再評価項目調書 
事 業 名 (箇所名) 斐伊川直轄河川改修事業 

実  施  箇  所 
斐伊川直轄管理区間 鳥取県米子市、境港市、島根県松江市、出雲市、安来市、雲

南市 

該  当  基  準 再評価実施後一定期間（3年）が経過している事業 

事  業  諸  元 
斐伊川本川，宍道湖，大橋川，中海，境水道の築堤・護岸整備、 

堤防強化対策、耐震対策 

事  業  期  間 

斐伊川直轄河川改修事業（整備期間20年）：平成22年度～平成41年度 

残事業（整備期間13年）        ：平成29年度～平成41年度 

当面想定している事業（整備期間 7年） ：平成29年度～平成35年度 

総 事 業 費 (億円) 
（整備期間20年）   約1,113 

（整備期間 7年）   約 285 
残 事 業 費 (億円)

(整備期間13年） 約455 

(整備期間 7年)  約285 

目 的 ・ 必 要 性 

斐伊川本川下流、宍道湖周辺は出雲市街地、松江市街地を抱えるとともに、宍道湖、

大橋川、中海周辺は低平地のため、一度氾濫すると浸水が長期間におよび甚大な被害

が発生する。 

斐伊川本川・宍道湖・大橋川では、戦後最大の被害をもたらした昭和47年7月洪水が

再び生じた場合、志津見ダム・尾原ダム・斐伊川放水路の整備を前提としても洪水を

安全に流下できない箇所がある。中海・境水道においても、平成14年、平成15年、平

成16年など、近年、高潮被害が頻発している。 

以上の状況より、再度災害防止の観点から、引き続き、斐伊川本川の堤防整備、宍

道湖湖岸堤整備、大橋川改修、中海・境水道の湖岸堤整備を進める必要がある。 

また、堤防詳細点検において危険箇所と判定された箇所について、順次、堤防強化

対策、耐震対策を実施する。 

 

（洪水実績） 

・昭和47年7月洪水：家屋浸水戸数 約25,000戸、浸水農地面積 約10,000ha、重要な

交通機関である出雲空港が、10日間にわたり全面閉鎖するなどの

甚大な被害が発生。 

・平成18年7月洪水：家屋浸水戸数 約 1,500戸、浸水農地面積 約460ha 

 

（災害発生時の影響：事業着手前の浸水想定） 

  ○浸水人口  ：約 12万人 

○浸水世帯数 ：約 4万世帯 

  ○浸水面積  ：約 13千 ha 

  ○重要な公共施設等：ＪＲ山陰本線、一畑電車、一般国道9号、一般国道431号、

出雲空港、島根県庁、松江市役所、島根県警察本部、松江

市消防本部、島根県立大学、小・中学校、高等学校など 

  ○要配慮者利用施設：松江赤十字病院、島根県立中央病院など 

  ○そ  の  他  ：松江しんじ湖温泉、工業団地、商店街など 

便 益 の 主 な 根 拠 
年平均浸水軽減世帯数 4,645世帯 

年平均浸水軽減面積  1,984ha 

事業全体の投資効 

率性 
B：総便益 （億円） C:総費用 （億円） B/C B-C EIRR 

基準 

年度 

 全体事業 総便益 24,256 総費用 1,404 17.2 22,852 123% H28 

残 事 業 総便益 838 総費用 376 2.2 462 11% H28 

感   度   分   析 

 残事業（B/C） 全体事業（B/C） 

残事業費（+10% ～-10%） 2.0 ～ 2.4 16.8 ～ 17.6 

残 工 期（+10% ～-10%） 2.2 ～ 2.2 17.3 ～ 17.2 

資    産（-10% ～+10%） 2.0 ～ 2.4 15.6 ～ 18.9 

当面の段階的な整備（H29～H35）：B/C=2.4 
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事 業 の 効 果 等 

・斐伊川本川、宍道湖、大橋川においては、戦後最大の被害をもたらした昭和47年7月

洪水が再び生じた場合でも、家屋の浸水被害の発生を防止できる。 

・中海・境水道においては、既往最高水位（平成15年9月）に対し、浸水被害の発生を

防止できる。 

・計画規模相当の洪水が発生しても、下記のように被害の軽減を図ることができる。

  浸水世帯数 40,031世帯 ⇒ 18,867世帯 

  浸水面積  12,977ha  ⇒  8,918ha 

  被害額   20,652億円 ⇒  8,952億円 

社会情勢等の変化 

＜地域状況＞ 

○斐伊川本川沿川は出雲市街地、大橋川沿川は松江市街地が広がっており、人口・資

産の集積地となっている。 

○平成22年と平成27年の世帯数を比較すると、米子市、境港市、松江市、出雲市は増

加し、安来市、雲南市は減少している。 

○平成27年1月に大橋川改修の内、天神川水門が完成している。 

○近年でも平成18年7月等の洪水被害を受けており、治水事業の要望は強い。 

＜事業に関わる地域の土地利用、人口、資産等の変化＞ 

【主要自治体（米子市）指標】 

○人  口：1.01 倍（149,382 人 ／148,271 人 ）      〈H27／H22 数値〉 

○世 帯 数：1.03 倍（59,570 世帯 ／57,610 世帯 ）    〈H27／H22 数値〉 

○事 業 所：0.93 倍（ 6,958 事業所／ 7,458 事業所）   〈H24／H21 数値〉 

○耕地面積：0.99倍（ 2,267 ha ／ 2,294 ha ）     〈H27／H22数値〉 

 

【主要自治体（松江市）指標】(合併後で集計) 

○人  口：0.99 倍（206,407 人 ／208,613 人 ）      〈H27／H22 数値〉 

○世 帯 数：1.02 倍（ 82,993 世帯 ／ 81,166 世帯 ）  〈H27／H22 数値〉 

○事 業 所：0.95 倍（ 10,365 事業所／ 10,906 事業所） 〈H24／H21 数値〉 

○耕地面積：1.00 倍（ 2,850 ha ／ 2,851 ha ）     〈H27／H22 数値〉 

 

【主要自治体（出雲市）指標】(合併後で集計) 

○人  口：1.00 倍（171,576 人 ／171,485 人 ）      〈H27／H22 数値〉 

○世 帯 数：1.07 倍（ 59,719 世帯 ／ 55,952 世帯 ）  〈H27／H22 数値〉 

○事 業 所：0.95 倍（ 8,342 事業所／ 8,753 事業所）   〈H24／H21 数値〉 

○耕地面積：1.28 倍（ 6,238 ha ／ 4,856 ha ）        〈H27／H22 数値〉 

（出典）人口、世帯数：国勢調査（H22、H27） 

    事業所：経済センサス（H21、H24） 

    耕地面積：農林業センサス（H22、H27） 
※平成23年8月に、松江市と東出雲町が、平成23年10月に、出雲市と斐川町が合併している。 

事業の進捗状況 

【志津見ダム建設事業】 
 ・平成 23 年 6 月より運用開始 
【尾原ダム建設事業】 

・平成 24年 3 月より運用開始 
【斐伊川放水路事業】 

・平成 25年 6 月より運用開始 
・平成 22年 8 月 19 日に島根県知事、平成 22 年 8月 23 日に鳥取県知事の同意を得て、

平成 22 年 9月 30 日に斐伊川水系河川整備計画策定 
・現在、斐伊川本川の堤防整備、大橋川改修、中海湖岸堤整備を実施中 
・整備計画対象期間 概ね 20 年を目標に地元協議等を鋭意推進中 

事業の進捗の見込み 

・斐伊川水系の関係市町は「斐伊川水系治水期成同盟会」を組織し、治水対策の促進

を強く要望。 

・平成 21 年 12 月には鳥取県と島根県の両県知事が大橋川改修の実施について同意。

（協定書の締結） 

・関係機関並びに地域との協力体制も構築されていることから、今後も円滑な事業進

捗が見込まれる。 

コスト縮減や代替案

立案等の可能性 

・関係機関等と調整し、堤防除草により発生する刈草の有効利用等を図り、コスト縮

減に努める。 

・新技術・新工法を活用し建設コストを縮減するとともに、施設操作、点検の効率化

等によるライフサイクルコストの縮減を図る。 
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・現行の大橋川改修計画は、学識者が中心となった「大橋川改修技術検討懇談会」か

らの助言を反映させて、国土交通省、自治体等が協議の上、さまざまな観点から最

適案を検討したものであり、改めて代替案の検討を行う必要はない。 

・現状での事業の進捗状況並びに残事業における費用対効果も高いことから、代替案

を検討する必要がない。 

対 応 方 針 (原案) 継続 

対 応 方 針 理 由 

・斐伊川水系の治水安全度向上の必要性、費用対効果、地元の協力体制等を鑑み、継

続が妥当である。 

・早期の治水安全度向上に向け、引き続き事業の推進を図り、早期に完成させること

が必要である。 

・今後の詳細な設計や施工段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境

にも配慮して事業を進め、より一層の事業効果の発現に努める。 

そ の 他 － 
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る
。

■
斐
伊
川
流
域
の
主
要
な
観
測
所
（
松
江

）
に
お
け
る
平
均
年
降
水
量
は
約
1,
80
0m
m程

度
で
あ
る
。

-1
000

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

-5
0

0
50

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m)

標高(m)

※
斐

伊
川

は
宍

道
湖

流
入

点
を

起
点

と
し

て
作

図

斐
伊
川

神
戸
川

下
流
部

1
/
1
5
0
0

～
1
/
8
6
0

中
流
部

1
/
1
2
0
0
～

1
/
1
0
0
0

上
流
部

1
/
7
0
0

～
1
/
1
6
0

宍
道
湖

大
橋
川

中
海

湖
部

斐
伊

川

境
水
道

斐
伊
川
流
域
の
概
要

流
域
面
積

：
2,
54
0k
m
2

上
島
地
点
上
流

：
89
5k
m
2
(斐

伊
川
流
域
の
約
43
%)

馬
木
地
点
上
流

：
43
7k
m
2 （

神
戸
川
流
域
の
約
93
%）

幹
川
流
路
延
長

：
15
3k
m

流
域
内
人
口

：
約

50
万
人

想
定
氾
濫
区
域
面
積
：

約
24
0k
m
2

想
定
氾
濫
区
域
人
口
：

約
24
万
人

想
定
氾
濫
区
域
内
資
産
額
：

約
5兆

45
00
億
円

主
な
市
町
村
：
(鳥

取
) 
米
子
市

(島
根
)
松
江
市
、
出
雲
市

流
域
及
び

氾
濫

域
の
諸

元

計
画
高
水

流
量

配
分
図

斐
伊
川
の

縦
断

図

( 大 社 湾)

( 美 保 湾)

神 戸 川

佐 陀 川
3
,9

00

1
,6

50

三
刀

屋
川

1
,2

00
 赤

川

(2,400)

110

1,500

●
●

● 矢 田

木
次

●

●
菅

沢

上
島

■

大
津

●

2
,0

00
（
4
,2

0
0）

斐
伊

川
宍

道
湖

湖
心

浜
佐

陀
●

2,500 4,500 2,000

大
橋

川

1
,6

00

飯 梨 川

中
海

湖
心

境
水

道

■
：
基

準
地

点
●

主
要

な
地

点
図

中
（
）
書

き
は

神
戸

川
の

流
量

（
単

位
：
m

3
/
s）

( 大 社 湾)

( 美 保 湾)

神 戸 川

佐 陀 川
3
,9

00

1
,6

50

三
刀

屋
川

1
,2

00
 赤

川

(2,400)

110

1,500

●
●

● 矢 田

木
次

●

●
菅

沢

上
島

■

大
津

●

2
,0

00
（
4
,2

0
0）

斐
伊

川
宍

道
湖

湖
心

浜
佐

陀
●

2,500 4,500 2,000

大
橋

川

1
,6

00

飯 梨 川

中
海

湖
心

境
水

道

■
：
基

準
地

点
●

主
要

な
地

点
図

中
（
）
書

き
は

神
戸

川
の

流
量

（
単

位
：
m

3
/
s）

尾
原

ダ
ム

(完
成

)

斐
伊

川
放

水
路

(完
成

)

下
流
部

湖
部

中
流
部

日 野 川

中
海

日
本

海

(美
保

湾
)

大
橋

川

赤
川

佐
蛇

川

神 戸 川

斐 伊 川

(大
社

湾
) 女

亀
山

船
通

山

基
準

地
点

馬
木

(神
戸

川
)

基
準

地
点

上
島

(斐
伊

川
)

流
域
図

位
置
図

雨
量

気
温

降
雨
特
性

ダ
ム
(
完

成
)

上
流
部

斐
伊

川
河

川
名

神
戸

川

上
島

基
準

地
点

馬
木

1
/
1
5
0

計
画

規
模

1
/
1
5
0

3
9
9
m

m
/
2
日

計
画

降
雨

量
3
8
6
m

m
/
2
日

5
,1

0
0
m

3
/
s

基
本

高
水

ピ
ー

ク
流

量
3
,1

0
0
m

3
/
s

4
,5

0
0
m

3
/
s 

計
画

高
水

流
量

2
,4

0
0
m

3
/
s

6
0
0
m

3
/
s

洪
水

調
節

施
設

に
よ

る
調

節
流

量
7
0
0
m

3
/
s

計
画

諸
元

（
H
22
河

川
現

況
調

査
）

※
1
98
6～

20
15
年
の

平
均
降

水
量
・
気

温

志
津

見
ダ

ム
(完

成
)

松
江

■ 馬 木
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■
古
く
は
、
現
在
の
松
江
市
中
心
部
、
出

雲
市
街
地
の
一
部
は
、
湖
沼
や
低
湿
地
で
あ
っ
た
が
、
斐
伊
川
・
神
戸
川
か
ら
の
流
出
土
砂
で
陸
化
し
、
そ
の

後
市
街
化
。

■
斐
伊
川
上
流
域
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た

「
た
た
ら
製
鉄
」
の
た
め
、
山
肌
を
切
り
崩
し
て
土
砂
を
川
に
流
し
そ
の
比
重
差
に
よ
り
砂
鉄
を
採
取
す
る

「
鉄
穴
流
し
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
斐
伊
川
の
河
道
や
下
流
域
に
大
量
の
土
砂
を
も
た
ら
し
、
下
流
部
に
天
井
川
を
形
成
。

斐
伊
川
流
域
の
概
要

斐
伊
川
流

域
の

鉄
穴
流

し
跡

地
と
平

野
の

拡
大

鉄
穴

流
し
跡

地
鉄

穴
流

し
の

影
響

に
よ

り
堆
積

し
た

土
地

鉄
穴

流
し

斐
伊
川
河

道
の

変
遷

約
2
,4
0
0
年

前
（
弥
生

時
代
） 約

3
0
0
年
前
（
江
戸
時
代
）

松
江

市
中

心
部

松
江

市
中

心
部

出
雲
市
街

地

出
雲

市
街

地

日
本

海

宍
道

湖

中
海

神
戸

川

大
橋

川

境
水

道

志
津

見
ダ

ム
尾

原
ダ

ム

斐
伊

川
放

水
路

現
在

の
河
道

出
雲
市
街

地

松
江

市
中

心
部

－ 8 －



事
業
の
目
的
・
必
要
性
（
斐
伊
川
水
系
の
特
徴
）

■
斐
伊
川
本

川
下
流
、
宍
道
湖
～
大
橋
川
周
辺
に
は
出
雲
市
街
地
、
松
江
市
街
地
を
抱
え
、
一
度
氾
濫
す
る
と
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

氾
濫

域
内

の
重

要
な
公

共
施

設

×
出
雲
空
港

松
江
市
消
防
本
部

斐
川

宍
道

松
江

玉
造

東
出

雲

①
主

な
交

通
網

・
出
雲

空
港

，
JR
山

陰
本

線
，
一

畑
電

車
・
国
道

9号
，

国
道

43
1号

，
国
道

54
号

②
主

要
な

公
共

施
設

・
役
場

：
島

根
県
庁
，

松
江
市

役
所

・
警
察

署
：
島
根

県
警

察
本
部

・
消
防

本
部

：
松
江

市
消

防
本
部

③
そ

の
他

、
要

配
慮
者

利
用

施
設

・
島
根

県
立

中
央
病

院
，

松
江
赤

十
字

病
院

松
江
赤
十
字
病
院

国
道
9号

×

×
国
道
54
号

×
JR
山
陰
本

線

×
山
陰
本
線
（
松
江
駅
）

松
江
市
役
所

●

国
道
43
1号

×

×
一

畑
電
車

凡
例

×
：

主
な
交

通
網

●
：

主
要
な

公
共

施
設

●
：

そ
の
他

、
要

配
慮

者
利

用
施

設

0
.
5
m未

満
の

区
域

0
.
5～

1
.0
m未

満

1
.
0～

2
.0
m未

満

2
.
0～

5
.0

m未
満

5
.
0
m以

上

凡
例
（
浸

水
深
）

島
根
県
立
中
央
病
院

島
根
県
庁

島
根
県

警
察
本
部
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事
業
の
目
的
・
必
要
性
（
斐
伊
川
水
系
の
特
徴
）

■
大
橋
川
は

宍
道
湖
に
流
入
す
る
斐
伊
川
に
比
べ
て
河
川
断
面
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
洪
水
に
な
る
と
宍
道
湖
水
位
が
上
昇
し
、
長
時
間
水
位
が
低
下

し
な
い
。

■
斐
伊
川
本

川
の
堤
防
や
基
礎
地
盤
は
砂
質
土
で
あ
り
、
過
去
に
お
い
て
も
度
々
漏
水
が
発
生
。
ま
た
、
本
川
下
流
部
は
典
型
的
な
天
井
川
と
な
っ
て

お
り
、
居
住
地
側
の
地
盤
高
に
対
し
て
、
河
床
高
が
3～

4m
程
度
高
い
箇
所
も
あ
る
た
め
、
災
害
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。

宍
道

湖
の
特
性

・大
橋
川
は
宍
道
湖
に
流
入
す
る
斐
伊
川
に
比
べ
て
、
河
川
断
面
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
洪
水
に
な
る
と
宍
道
湖
水
位
が
上
昇
し
、
長
時
間
水
位
が
低
下
し
な
い

・宍
道
湖
周
辺
に
は
松
江
市
な
ど
の
市
街
地
が
広
が
り
、
低
平
地
の
た
め
一
度
氾
濫
す
る
と
洪
水
が
長
期
間
に
及
び
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る

斐
伊

川
の
特
性

H
1
8
.7

洪
水

の
浸

水
状

況
（

松
江

市
東

本
町

）

大
橋

川

国 道 ９ 号

天 神 川
大

橋
川

京 橋 川

北 田 川

北 堀 川

洪
水

時
の
水

位
A

－
A’

H
W
L
=
H
.P
.+
2
.3
7
m

宍
道

湖
中

海

約6m

約
4
0
0
m

斐
伊
川
本
川

(宍
道
湖
流
入
部
付
近
)

A
’

A

・斐
伊
川
本
川
は
、
過
去
の
鉄
穴
流
し
に
よ
り
大
量
の
土
砂
が
河
川
に
流
さ
れ
た
た
め
、
河
床
が
出
雲
平
野
よ
り
高
く
典
型
的
な
天
井
川
と
な
っ
て
お
り
、
居
住
地
側

の
地

盤
高

に
対
し
て
、
河

床
高
が

3
～
4
m
程
度
高
い
箇
所
も
あ
る

・本
川
下
流
部
に
は
出
雲
市
街
地
等
を
抱
え
、
一
度
氾
濫
す
る
と
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る

出
雲

平
野

の
横

断
図

河
床

高
居

住
地

側
地

盤
高

天
井

川
の

状
況

斐
伊

川
3～

4
m

H
1
8
.7

出
水

状
況

（
斐

伊
川

河
口

部
）

斐
伊

川

大
橋
川

(矢
田
付
近
)

約
1
2
0
m

約6m

▽
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事
業
の
目
的
・
必
要
性
（
過
去
の
洪
水
被
害
）

：
浸

水
範

囲

●
松
江
警
察
署

■
山
陰
本
線
（
松
江
駅
）

■
国
道
9号

■
一
畑
電
車

■
出
雲
空
港

国
道
9号

■

■
JR
山
陰
本
線

松
江
市
役
所
●

国
道
43
1号

■
＋
松
江
赤
十
字
病
院

■
戦
後
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
47
年
7月

洪
水
で
は
、
宍
道
湖
西
岸
で
1箇

所
堤
防
が
決
壊
し
、
出
雲
空
港
が
浸
水
に
よ
り
10
日
間
閉
鎖
し
た

ほ
か
、
下
流
の
松
江
市
に
お
い
て
も
一
週
間
に
わ
た
っ
て
浸
水
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

■
近
年
で
は
、
平
成
18
年
7月

洪
水
に
お
い
て
、
宍
道
湖
で
観
測
開
始
以
降
2番

目
の
水
位
を
記
録
し
、
大
橋
川
沿
い
の
松
江
市
で
2日

間
に
わ
た
っ
て

浸
水
が
発
生
。

■
中
海
・
境
水
道
で
は
、
近
年
に
お
い
て
も
、
平
成
14
年
、
平
成
15
年
、
平
成
16
年
等
、
高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
が
頻
発
。

出
雲
空
港
の
浸
水
状
況
(昭

和
4
7
年
7
月
洪

水
)

平
成
18
年
7月

洪
水
時
の
被
災
状
況

松
江
市
東
本
町
の
浸
水
状
況
(平

成
1
8
年
7
月
洪
水
)

流
量

規
模

流
域

の
浸
水
被
害

2
,4
0
0m

3 /
s

(上
島
地
点
)

家
屋
全
半
壊
：
12
戸

床
下
浸
水

：
1,
21

1戸

床
上
浸
水

：
24
9戸

流
量

規
模

流
域

の
浸
水
被
害

2
,4
0
0m

3 /
s

(大
津
地
点
)

家
屋
全
半
壊
：
11
4戸

床
下
浸
水

：
17
,1

64
戸

床
上
浸
水

：
7,
78

9戸

：
堤

防
決

壊
箇

所
：
浸

水
範

囲

【
中
海
・

境
水

道
の
高

潮
被

害
発
生

状
況

】

平
成
15
年
9月

米
子

市
葭
津

の
浸

水
状

況
平
成
16
年
9月

松
江

市
大
海

崎
町

の
浸

水
状

況

近
年
(H
14
,H
15
,H
16
）
の
浸
水
実
績
位
置

浸
水

戸
数

：
約

2
5,

0
00

戸

浸
水

戸
数

：
約

1
,
5
0
0
戸

●
松
江
警
察
署

■
山
陰
本
線
（
松
江
駅
）

■
国
道
9号

■
一
畑
電
車

■
出
雲
空
港

国
道
9号

■

■
JR
山
陰
本
線

松
江
市
役
所
●

国
道
43
1号

■
＋
松
江
赤
十
字
病
院

昭
和
47
年
7月

洪
水
時
の
被
災
状
況

凡
例
：

■
：
実
績
浸

水
範
囲

×

◎
県
庁

宍
道

湖

←
斐

伊
川

◎
県
庁

←
斐

伊
川

宍
道

湖
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出
雲

市

雲
南

市

松
江

市

安
来

市
米

子
市

境
港

市

飯
南

町

H
.
P
.
+
2
.
5
0
m

奥
出

雲
町

島
根

県

鳥
取

県

H
.
P
.
+
1
.
3
0
m

斐
伊
川
に
お
け
る
治
水
対
策
の
考
え
方

■
斐
伊
川
、

神
戸
川
、
大
橋
川
及
び
宍
道
湖
・
中
海
に
お
け
る
沿
川
の
土
地
利
用
、
河
道
特
性
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
経
済
性
等
を
踏
ま
え
、
上
流
部
、

中
流
部
、
下
流
部
の
流
域
全
体
で
治
水
を
負
担
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
斐
伊
川
水
系
に
お
け
る
各
種
治
水
対
策
は
一
体
不
可
分
の
事
業
で
あ
る
。

■
洪
水
時
の

宍
道
湖
の
水
位
上
昇
量
を
低
減
す
る
た
め
に
、
宍
道
湖
へ
の
流
入
量
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
宍
道
湖
か
ら
の
流
出
量
を
増
大
さ
せ
る
対
策

を
実
施
す
る
。

■
斐
伊
川
と

神
戸
川
に
つ
い
て
は
、
洪
水
時
の
水
位
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
、
洪
水
調
節
及
び
河
道
改
修
を
行
う
。

■
上
記
を
踏

ま
え
た
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
、
上
流
部
で
志
津
見
ダ
ム
及
び
尾
原
ダ
ム
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
中
流
部
で
斐
伊
川
か
ら
神
戸
川
に
洪
水

の
一
部
を
分
流
す
る
斐
伊
川
放
水
路
を
整
備
し
、
斐
伊
川
本
川
の
河
道
改
修
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
大
橋
川
の
改
修
と
中
海
・
宍
道
湖
の
湖
岸
堤
を
整

備
す
る
。

斐
伊
川
水
系
治
水
事
業
の
3点

セ
ッ
ト

•
下

流
河

川
の
洪

水
位

を
下

げ
る
と
と
も
に
、
宍

道
湖

へ
の
流

入
量
を
抑
制
す
る
た
め
志
津
見
ダ
ム
と
尾
原
ダ
ム
を
整
備

③
志

津
見

ダ
ム

・
尾

原
ダ

ム
の

建
設

【
イ

メ
ー

ジ
】

志
津
見
ダ
ム

尾
原
ダ
ム

1
,6
0
0
m

3
/
s

H
.P
.+
2
.5
0
m

H
.P
.+
1
.3
0
m

•
宍

道
湖

の
流

出
口

と
な
る
大

橋
川

に
お
い
て
、
築

堤
や
拡

幅
等

に
よ
り
1
,6
0
0
m

3
/
sま

で
流
下
能
力
を
向
上

①
大

橋
川

改
修

と
中

海
・
宍

道
湖

の
湖

岸
堤

の
整

備

②
斐

伊
川

放
水

路
の

整
備

と
斐

伊
川

本
川

の
改

修

•
宍

道
湖

へ
の
洪

水
の
流

入
量

を
減

ら
す
た
め
、
斐

伊
川

か
ら

神
戸
川
へ
洪
水
の
一
部
を
分
流
す
る
放
水
路
を
整
備

•
分
流
さ
れ
た
洪
水
を
受
け
持
つ
、
神
戸
川
で
引
堤
等
を
実
施

2
,4
0
0
m

3
/
s

4
,2
0
0
m

3
/
s

2
,0
0
0
m

3
/
s

4
,5
0
0
m

3
/
s

2
,5
0
0
m

3
/
s

斐
伊
川
放
水
路

斐
伊

川

流
域

面
積

：
2,

07
0k

m
2

神
戸

川

流
域

面
積

：
47

0k
m

2

斐
伊

川
水

系

流
域

面
積

：
2,

54
0k

m
2
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河
川
整
備
計
画
の
整
備
目
標
・
整
備
期
間
・
実
施
内
容

整
備
順
序
の
概
略
工
程
表

■
斐
伊
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
：
平
成
14
年
4月

策
定
、
平
成
21
年
3月

変
更

■
斐
伊
川
水
系
河
川
整
備
計
画

：
平
成
22
年
9月

策
定

■
整

備
目
標

・
実

施
内

容
・

斐
伊

川
本

川
の

改
修

及
び

宍
道

湖
湖

岸
堤

の
整

備
ダ
ム
及
び
放
水
路
完
成
後
、
昭
和
47
年
7月

洪
水
が
再
び
発
生
し
た
場
合
に
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所
に
お
い
て
、
堤
防
整
備
ま
た
は
支
川
処
理
等

を
実

施
。

・
人

口
・
資

産
が

集
中

す
る

松
江

市
街

地
を

流
れ
る
大
橋
川
の
改
修

水
位

低
減

効
果

が
大

き
く

、
ま

た
、

ま
ち

づ
く
り
計
画
等
地
域
へ
の
影
響
が
大
き
い
上
下
流
の
狭
窄
部
の
拡
幅
・
堤
防
の

整
備

を
実

施
。

拡
幅

部
の

工
事

に
は

時
間

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
並
行

し
て

家
屋

浸
水

被
害

の
発

生
を

防
止
す
る
た
め
の
堤
防
の
整
備
を
実
施
。
堤
防
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
全
体

の
整

備
効

果
を

早
期

に
発

現
す

る
た

め
、

計
画

高
水

位
ま

で
の

高
さ
で

整
備

。
計

画
高

水
位

ま
で

土
堤

で
築
堤
し
た
後
に
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
及
び
堤
防
嵩
上
げ
等
に
よ
り
計
画
堤
防
高
ま

で
整

備
。

・
中

海
湖
岸

堤
及

び
境

水
道

の
整

備
平
成
14
年
、
1
5年

、
16
年
と
近
年
高
潮
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
中
海
、
境
水
道
に
お
い
て
、
既
往
最
高
水
位
（
平
成
15
年
9月

）
に
対
し
、
浸
水
被
害
の
発
生

を
防

止
す

る
よ

う
湖

岸
堤

の
整
備

を
実

施
。

湖
岸

堤
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
近

年
の

高
潮

に
よ
り
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
箇
所
（
Ⅰ
）
か
ら
整
備
を
実
施

し
、

そ
の

後
、

既
往

最
高

水
位

に
よ

る
家

屋
浸

水
が

懸
念

さ
れ

る
箇

所
（
Ⅱ

①
）

、
家

屋
は

な
い

が
浸

水
被

害
が

懸
念
さ
れ
る
箇
所
（
Ⅱ
②
）
の
順
に
整
備
を
実
施
。

・
堤

防
の
浸

透
に

対
す

る
安

全
性

が
著

し
く

低
い

箇
所
で
の
堤
防
強
化

堤
防

詳
細

点
検

に
よ

り
把

握
し

た
優

先
箇

所
に

つ
い
て
、
堤
防
の
強
化
対
策
を
実
施
。

■
整
備
期
間
：
目
標
を
達
成
す
る
上
で
の
事
業
量
等
を
勘
案
し
、
概
ね
20
年
間

ダ
ム
・
放
水
路

(
1
)
－
①

志
津

見
ダ
ム

・
尾
原
ダ
ム
の
建
設

斐
伊

川
放
水

路
及
び
神
戸
川
の
河
川
整
備

(
3)

堤
防

の
整
備

支
川

合
流
点

処
理

(
4
)

堤
防

強
化
対

策

宍
道

湖
(
3
)

湖
岸

堤
の
整

備

狭
窄

部
の
拡

幅
（
堤
防
の
整
備
含
む
）

堤
防

の
整
備

（
計
画
高
水
位
ま
で
）

水
門

等
の
整

備

堤
防

の
整
備

（
計
画
堤
防
高
ま
で
）

中
海
・
境
水
道

(
1
)
-
②

湖
岸
堤
の
整
備

中
期

斐
伊

川
本

川

大
橋

川

短
期

(
2)

整
備

箇
所

優
先

順
位

主
な
整
備
内
容

河
川

整
備
計

画
対

象
期

間

完
成

設
計
協
議
・
用
地
買
収
・
補
償
工
事
等

下
流
部
拡
幅
工
事

上
流
部
拡
幅
工
事

短
期
整
備
箇
所

(
Ⅰ
)

短
中
期
整
備
箇
所

(
Ⅱ
①
)

中
期
整
備
箇
所

（
Ⅱ
②
）

↑ H
22

(事
業
着
手
)

↑ H
28

（
評
価
時
点
）

↑ H
41

(事
業
完
了
)
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④
尾

原
ダ

ム

③
志

津
見

ダ
ム

⑤
大

橋
川

・
築

堤
，

護
岸

・
拡

幅

②
斐

伊
川

放
水

路
及

び
神

戸
川

・
堤

防
整

備
・
河

道
掘

削
・
分

流
堰

整
備

他

⑥
宍

道
湖

・
湖

岸
堤

整
備

⑦
中

海
・
境

水
道

・
湖

岸
堤

整
備

N
o.

整
備

箇
所

整
備

内
容

備
考

①
斐

伊
川

本
川

・
堤

防
整

備
・
支

川
合

流
点

処
理

・
堤

防
強

化
対

策

②
斐

伊
川

放
水

路
及

び
神

戸
川

・
堤

防
整

備
・
河

道
掘

削
・
分

流
堰

整
備

他

完
成

（
H

2
4
年

度
）

③
志

津
見

ダ
ム

・
ダ

ム
建

設
完

成
（
H

2
3
年

度
）

④
尾

原
ダ

ム
・
ダ

ム
建

設
完

成
（
H

2
3
年

度
）

⑤
大

橋
川

・
築

堤
、

護
岸

・
拡

幅

⑥
宍

道
湖

・
湖

岸
堤

整
備

⑦
中

海
・
境

水
道

・
湖

岸
堤

整
備

①
斐

伊
川

本
川

・
堤

防
整

備
・
支

川
合

流
点

処
理

・
堤

防
強

化
対

策

事
業
の
進
捗
状
況
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-
60

-
4
0

-
20

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

12
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

20
0

2
2
0

24
0

2
6
0

2
80

3
0
0

3
20

3
4
0

3
60

3
8
0
(m

)

1
3
.5

1
5
.0

1
6
.5

1
8
.0

1
9
.5

2
1
.0

2
2
.5

2
4
.0

2
5
.5

2
7
.0

2
8
.5

(H.P.m)

▽
20

.2
3

H
W

L

現
地

の
状

況
を

精
査

し
た

結
果

、
堤

防
と

山
地

の
間

に
小

河
川

が
流

入
し

て
お

り
、

堤
防

が
決

壊
す

る
と

氾
濫

が
小

河
川

を
通

じ
て

拡
散

す
る

こ
と

が
判

明

山
地

堤
防

全
体

事
業
費

変
更

の
主

な
理

由

＜
堤

防
整
備

延
長

の
延

伸
＞

全
体

事
業

費
の
変

更
に
つ
い
て

■
斐
伊
川
本

川
の
堤
防
整
備
に
お
い
て
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
施
工
範
囲
が
変
更
と
な
り
、
約
2億

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

■
志
津
見
ダ

ム
・
尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
の
完
了
に
伴
う
事
業
費
の
精
算
に
よ
り
、
約
4億

円
の
増
額
と
な
っ
た
。
（
H2
6.
3精

算
）

前
回
評
価

事
業
費
（
H2
5再

評
価
）

約
1,
10
7億

円
→

今
回
事
業
費
（
H2
8再

評
価
）

約
1,
11
3億

円

N
o

地
先

名
区

間
延

長
備

考

①
出

雲
市

船
津

町
地

先

左
岸

14
.7

k～
15

.3
k

（
15

.1
k～

15
.3

k）

60
0m

（
20

0m
）

堤
防

の
断

面
を

確
保

施
工

延
長

の
延

伸
が

必
要

②
出

雲
市

斐
川

町
出

西
地

先
右

岸
15

.5
k～

17
.7

k
2,

20
0m

堤
防

の
断

面
と

高
さ

を
確

保

②
堤

防
整
備

①
堤
防
整
備

延
伸

支
川

処
理

支
川

処
理

：
延
伸
箇
所

：
当

初
整
備
箇
所

堤
防

整
備

イ
メ

ー
ジ

（
左

岸
14

.8
k）

※
カ

ッ
コ

内
が

当
初

整
備

箇
所

堤
防

を
嵩
上

げ
し
、
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る

現
地

の
状

況

×

浸
水

想
定

小
河

川
を

通
じ

て
氾

濫
が

拡
散

山
地
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費
用
便
益
比
（
B/
C）

算
出
の
流
れ

事
業
の
費
用
対
効
果
分
析

確
率
規
模
毎
の

氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
事
業
実
施
前
後
）

年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
の

算
出

確
率
規
模
毎
の

想
定
被
害
額
の
算
出総
便
益
【
B】

残
存
価
値
の
設
定

総
事
業
費
の
算
出

総
便
益
【
B】

の
算
出

維
持
管
理
費
の
設
定

総
費
用
【
C】

の
算
出

費
用
便
益
比
【
B/
C】

の
算
出

総
費
用
【
C】

確
率
規
模
毎
の

氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
事
業
実
施
前
後
）

年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額
の

算
出

確
率
規
模
毎
の

想
定
被
害
額
の
算
出

洪
水

氾
濫

（
斐
伊
川

本
川
、
宍
道
湖
、
大
橋
川
、
神
戸
川
）

高
潮

氾
濫

（
中
海
・
境
水
道
）
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費
用

対
効

果
分

析
に
お
け
る
被

害
額

計
上

に
つ
い
て

治
水

事
業

に
お

け
る

便
益

算
定

に
あ

た
っ

て
は

、
『
治

水
経

済
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
』
（
平

成
１

７
年

４
月

）
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

。

治
水

事
業

の
便

益
は

、
事

業
実

施
前

後
の

氾
濫

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

被
害

額
の

差
分

よ
り

求
め

て
お

り
、

そ
の

被
害

分
類

に
つ

い
て

は
、

右
表

の
と

お
り

で
あ

る
。

具
体

的
に

は
、

家
屋

（
居

住
用

・
事

業
用

建
物

の
被

害
）
や

家
庭

用
品

（
家

具
・
自

動
車

等
の

浸
水

被
害

）
等

の
直

接
被

害
と

、
事

業
所

営
業

停
止

被
害

（
浸

水
し

た
事

業
所

の
生

産
の

停
止

・
停

滞
）
等

の
間

接
被

害
を

浸
水

深
に

応
じ

て
算

出
し

て
い

る
。

治
水
事
業

の
ス

ト
ッ
ク

効
果

出
典
：
治
水
経
済
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
平
成
17
年
4月

表
中
の

は
、
治
水
経
済
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
で
被
害
率
や
被
害
単
価

が
明
示

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
費
用
対
効
果
分
析
に
お
い
て
被
害
額
を
算
定
し
て

い
る
項

目
。

事
業
着
手
前
（
H2
2年

度
時
点
）

事
業
実
施
後
（
H4
1年

度
時
点
）

【
計
画
規
模
（
年
超
過
確
率
1
/
1
5
0
）
発
生
時
の
事
業
実
施
前
後
の
浸
水
図
の
イ
メ
ー
ジ
】

松
江
市
街
地

松
江
市
街
地
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斐
伊
川
水
系
に
お
け
る
事
業
別
の
便
益
の
考
え
方

■
「
志
津
見

ダ
ム
・
尾
原
ダ
ム
の
建
設
」
「
斐
伊
川
放
水
路
の
整
備
」
「
斐
伊
川
本
川
の
河
道
改
修
、
大
橋
川
改
修
及
び
中
海
・
宍
道
湖
湖
岸
堤
整
備

（
一
般
改
修
）
」
は
、
主
に
宍
道
湖
の
水
位
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
河
川
・
ダ
ム
整
備
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
効
果
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、

一
体
不
可
分
の
事
業
で
あ
る
。

■
こ
の
た
め

、
今
回
の
評
価
に
お
い
て
も
前
回
事
業
評
価
と
同
様
に
「
河
川
整
備
計
画
策
定
時
（
H2
2時

点
）
-整

備
後
（
H4
1時

点
）
」
の
総
便
益
を
基

に
各
事
業
の
便
益
を
算
定
し
、
現
時
点
で
の
残
事
業
を
評
価
す
る
。

①
事
業
実
施
前

被
害

額
②
事
業
実
施
後

被
害
額

③
全
体
事
業
の
便
益

（
①
－
②
）

志
津
見
ダ
ム

の
便
益
(
完
成
)

尾
原

ダ
ム

の
便
益

(
完
成
)

斐
伊
川
放
水
路

の
便
益
(
完
成
)

一
般
改

修
分

の
便
益
(
実

施
中
)

全
体

事
業

B
/
C

の
算

定

事
業
実
施

事
業

毎
の

便
益

の
算

定
（

流
量

又
は

水
位

に
よ

る
評

価
）

事
業
毎
の
効
果
に
よ
り
便
益
を
算
定

残
事

業
、

当
面

の
整

備
に

よ
る

B/
C
の

算
定

－ 18 －



年
超
過
確
率

0
.
3
5
0
5

0
0

1
/
2

0
.
5
0
0

0
0

0

0

0
.
1
4
9

被
害
額

（
百
万
円
）

0
.
0
0
7
5

1
/
5
0

1
/
8
0

区
間
確
率

⑤

2
8
6
,
3
0
3

7
2
7
,
5
6
8

4
4
1
,
2
6
4

4
4
1
,
4
0
7

4
3
6
,
6
0
7

1
/
6
.
7

（
無
害
流
量

）

事
業
を

実
施

し
な
い
場
合

①

事
業
を

実
施

し
た
場
合

②

被
害
軽

減
額

③
=
 
①
 
-
 
②

8
6
4
,
8
0
2

4
3
1
,
6
6
30

0

0
.
1
0
0

0
.
0
3
3

0
.
0
2
0

0
.
0
1
3

3
1
5
,
6
1
2

3
8
0
,
2
3
0

4
4
1
,
5
5
0

6
0
9
,
4
2
6

0

1
/
1
0
0

0
.
0
1
0

0
.
0
0
7

1
/
1
0

1
/
3
0

9
3
7
,
2
4
4

3
1
5
,
6
1
2

8
2
1
,
7
8
0

1
/
1
5
0

4
8
,
9
5
9

区
間
平
均

被
害
額

④

0
.
0
4
9
5

3
8
,
6
4
4

0
.
0
6
6
7

3
0
,
8
3
5

年
平
均

被
害
額

④
×
⑤

7
,
8
0
9

3
,
3
1
1

0
.
0
1
3
3

1
,
4
7
0

5
1
,
5
2
0

4
3
3
,
1
3
9

4
8
6
,
9
4
2

5
0
,
0
5
0

4
5
0
,
3
0
2

0
.
0
0
3
3

1
,
0
9
2

0
.
0
0
2
5

4
4
0
,
9
8
2

年
平
均
被
害
額
の
累

計

=
年
平
均
被
害
軽
減
期

待
額

（
百
万
円
）

7
,
8
0
9

0

1
,
3
0
5

6
1
0
,
7
3
1

4
6
2
,
5
1
9

5
2
5
,
3
4
5

4
5
,
6
4
8

1
5
7
,
8
0
6

7
,
0
0
5

0.
00

0.
20

0.
40

0.
60

1/
2

1/
7

1/
10

1/
30

1/
50

1/
80

1/
10
0

1/
15
0

年
平
均
超
過
確
率

0

20
0,
0
00

40
0,
0
00

60
0,
0
00

80
0,
0
00

1,
00
0
,0
0
0

1/
2

1/
7

1/
10

1/
3 0

1/
50

1/
80

1/
10
0

1/
15
0

被
害
額

（
百

万
円
）

全
体
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析

■
計
画
規

模
1/
15
0年

確
率
を
最
大
と
し
て
7ケ

ー
ス
を
検
討

（
無
害
流

量
、
1/
2年

、
1/
10
年
、
1/
30
年
、
1/
50
年
、
1/
80
年

、
1/
10
0年

、
1/
15
0年

）

■
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額

※
は
約
95
5億

円
※
全
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
（
合
計
17
6ブ

ロ
ッ
ク
）
の
合
計
値

①
便

益
の

算
出

方
法

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

の
算

出
例

(
H
L
2
:
出

雲
平

野
)

事
業

を
実
施
し

な
い
場

合
①

事
業

を
実
施
し

た
場
合

②

軽
減

額
③
=①

-②

※
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に

無
害

流
量

を
設

定
し

個
別

に
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
を

算
出

発
生

頻
度

多
い

発
生
頻
度

少
な
い

被
害

小
さ

い

被
害
大
き

い
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1
2
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

2
0
,0

0
00

2
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
2
0
,0

0
0

H
2
2

H
2
7

H
3
2

H
3
7

H
4
2

H
4
7

H
5
2

H
5
7

H
6
2

H
6
7

H
7
2

H
7
7

H
8
2

H
8
7

（
百

万
円

）

便
益

（
各

年
度

価
格

）
事

業
費

（
各

年
度

価
格

）
維

持
管

理
費

（
各

年
度

価
格

）
便

益
（
現

在
価

値
化

）
事

業
費

（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）

便益（B)
（年平均被害軽減期待

額）

費用（C)
（事業費+維持管理費）

便
益

（
現

在
価

値
化

）
：
2
4
,2

5
6
億

円

事
業

費
（
現

在
価

値
化

）
：
1
,1

0
9
億

円

維
持

管
理

費
（
現

在
価

値
化

）
：
2
9
5
億

円

1
,5

0
0

1
,0

0
0

5
0
00

5
0
0

費用（C）

維持管理費

（
百

万
円

）

全
体
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析

※
１

．
本
表

中
の
額

は
、
平

成
2
8年

度
を
基

準
年
度

と
し

て
現

在
価

値
化

を
し

た
も

の
で

あ
る

。

※
２

．
ダ
ム

・
放
水

路
の

H
2
1
年
度

以
前
の

既
投

資
額

は
含

ま
な

い
。

全
体

事
業

の
整

備
期
間

（
20
年
間
）

施
設

完
成
後
の
評
価
期

間
（

5
0年

間
）

※
３

．
便

益
に

は
、

志
津

見
ダ
ム
・

尾
原
ダ

ム
の
不

特
定
容

量
分
の

便
益
を

含
む
。

※
４

．
中

海
・

境
水

道
の

湖
岸
堤
整

備
に
つ

い
て
は

、
越
波

に
対
す

る
被
害

軽
減
に

よ
る
便

益
。

項
目

全
体

事
業

便
益
(B
1
)

2
4,
2
32
 億

円

残
存
価
値
(B
2)

23
 億

円

総
便
益
(B
=B

1+
B
2)

2
4,
2
56
 億

円

建
設
費
(C
1)

1,
1
09
 億

円

維
持
管
理
費
(C
2)

2
95
 億

円

総
費
用
(C
=C

1+
C
2)

1,
4
04
 億

円

便
益
比
（
B/
C）

17
.2

※
端
数
処
理
の
た
め
、

合
計
が
合
わ
な
い
場
合

が
あ
る

※
全
体
事
業
：
H2
2年

度
～
H4
1年

度

基
準
年
度

：
平
成

2
8
年

度

維
持
管
理
費
の
拡
大
グ
ラ
フ

■
便
益
の
整
理

・
①
で
算

出
し
た
評
価
期
間
中
に
発
現
す
る
便
益
を
、
社
会
的
割
引
率
(４

％
)で

割
り
引
い
た
上
で
集
計

・
施
設
完

成
後
の
評
価
期
間
終
了
時
点
で
の
残
存
価
値
を
算
定

■
費
用
の
整
理

・
既
投
資

額
に
つ
い
て
は
デ
フ
レ
ー
タ
及
び
社
会
的
割
引
率
(４

％
)で

割
り
増
し
に
よ
っ
て
現
在
価
値
化

し
、
今
後

見
込
ま
れ
る
事
業
費
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
社
会
的
割
引
率
(４

％
)に

よ
っ
て
割
り
引
い

た
上
で
集

計
（
消
費
税
は
控
除
し
て
い
る
）

②
費

用
便

益
比

（
B
/
C
）

の
算

出

－ 20 －



事
業
実
施
後
に
浸
水
が

解
消
さ
れ
る
地
域

全
体
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析

事
業
着
手
前

事
業

実
施

後
(河

川
整

備
計

画
完

了
後

に
1/
1
5
0確

率
相

当
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

)

（
例
）
1/

15
0確

率
相
当
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
、
現
状
と
全
体
事
業
完
成
後
と
の
発
生
被
害
の
比
較

0
.
5
m未

満
の

区
域

0
.
5～

1
.0
m未

満

1
.
0～

2
.0
m未

満
2
.
0～

5
.0
m未

満
5
.
0
m以

上

【
凡
例
】

浸
水
面
積

1
2
,9
7
7
h
a

浸
水
世
帯
数

4
0
,0
3
1
世
帯

被
害
額

2
0
,6
5
2
億
円

浸
水
面
積

8
,9
1
8
h
a

浸
水
世
帯
数

1
8
,8
6
7
世
帯

被
害
額

8
,9
5
2
億
円

事
業
実
施
後
に
浸
水
が

軽
減
さ
れ
る
地
域

①

①

②

②

②

①

①

事
業

実
施
後

に
浸

水
が

解
消

さ
れ
る

地
域

②
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7
,0

0
0

6
,0

0
0

5
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,0

0
0

2
,0

0
0

1
,0

0
00

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

6
,0

0
0

7
,0

0
0

H
2
2

H
2
7

H
3
2

H
3
7

H
4
2

H
4
7

H
52

H
5
7

H
6
2

H
6
7

H
7
2

H
7
7

H
8
2

H
8
7

（
百

万
円

）

便
益

（
各

年
度

価
格

）
事

業
費

（
各

年
度

価
格

）

維
持

管
理

費
（
各

年
度

価
格

）
便

益
（現

在
価

値
化

）

事
業

費
（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）

便益（B)
（年平均被害軽減期待額）

費用（C)
（事業費+維持管理費）

便
益

（現
在

価
値

化
）
：
8
3
8億

円

事
業

費
（
現

在
価

値
化

）
：
33

7
億

円

維
持

管
理

費
（
現

在
価

値
化

）
：
4
0
億

円

2
5
0

2
0
0

1
5
0

1
0
0

5
00

5
0

費用（C）

維持管理費

（
百

万
円

）

残
事

業
の
整
備
期
間

（
1
3
年

間
）

施
設

完
成
後
の
評
価
期
間
（

5
0年

間
）

残
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析

■
便
益
の
整
理

・
評
価
期
間
中
に
発
現
す
る
便
益
を
、
社
会
的
割
引
率
(４

％
)で

割
り
引
い
た
上
で
集
計

・
施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
終
了
時
点
で
の
残
存
価
値
を
算
定

■
費
用
の
整
理

・
今
後
見
込
ま
れ
る
事
業
費
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
社
会
的
割
引
率
（
４
％
）
に
よ
っ

て
割
り
引
い
た
上
で
集
計
（
消
費
税
は
控
除
し
て
い
る
）

①
費

用
便

益
比

（
B
/
C
）

の
算

出

※
１

．
本
表

中
の
額

は
、
平

成
2
8年

度
を

基
準

年
度

と
し

て
現

在
価

値
化

を
し

た
も

の
で

あ
る

。

※
２

．
中
海

・
境
水

道
の
湖

岸
堤
整

備
に

つ
い

て
は

、
越

波
に

対
す

る
被

害
軽

減
に

よ
る

便
益

。

項
目

全
体

事
業

便
益
(B
1
)

8
31
 億

円

残
存
価
値
(B
2)

7 
億
円

総
便
益
(B
=B

1+
B
2)

8
38
 億

円

建
設
費
(C
1)

33
7
 億

円

維
持
管
理
費
(C
2)

4
0 
億
円

総
費
用
(C
=C

1+
C
2)

37
6
 億

円

便
益
比
（
B/
C）

2.
2 ※

端
数
処
理
の
た
め
、

合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る

※
全
体
事
業
：
H2
9年

度
～
H4
1年

度

基
準
年
度

：
平
成

2
8
年
度

維
持
管
理
費
の
拡
大
グ
ラ
フ
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②

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

①

堤
防

整
備

当
面
7
年
間
の
具
体
的

な
実
施
内
容
：
斐
伊
川
本
川
堤
防
整
備

■
斐
伊
川
本
川
で
は
、
昭
和
47
年
7月

洪
水
が
再
び
発
生
し
た
場
合
に
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
お
い
て
、
堤
防
整
備
ま
た
は
支

川
処
理
を
実
施
す
る
。

■
堤
防
詳
細
点
検
に
お
い
て
所
要
の
安
全
率
未
満
と
判
定
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
、
順
次
、
堤
防
強
化
対
策
を
実
施
す
る
。

斐
伊

川
本
川

の
堤

防
整

備

【
斐

伊
川

本
川

堤
防

強
化

箇
所

】

遮
水
矢
板

遮
水
シ
ー
ト

ド
レ
ー
ン
工

川
表
側
か

ら
の

浸
透
抑

制
堤

体
内
の

浸
潤
面
を

低
下

【
堤
防
強

化
対
策
工

法
イ
メ

ー
ジ
】

平
成

18
年

7月
斐

川
町

今
在
家

地
区
の

堤
防

漏
水

に
対

す
る

水
防

活
動
状
況

：
当
面
7
年
間
の
整
備
実
施
箇
所

：
完
了
箇
所

い
ま

ざ
い
け

【
斐

伊
川

本
川

堤
防

整
備

・
支

川
処

理
箇

所
】

堤
防

整
備

支
川

処
理

支
川

処
理

：
当
面
7
年
間
の
整
備
実
施
箇
所

：
完
了
箇
所

－ 23 －



当
面
7
年
間
の
具
体
的

な
実
施
内
容
：
大
橋
川
改
修

■
大
橋
川
で
は
、
宍
道
湖
を
含
め
全
川
に
わ
た
っ
て
水
位
低
減
効
果
が
期
待
で
き
る
狭
窄
部
の
拡
幅
、
洪
水
か
ら
背
後
地
の
家
屋
を
守
る
堤
防
・
水
門
等

の
整
備
を
実

施
。

■
整
備
順
序
は
、
宍
道
湖
を
含
め
全
川
に
わ
た
っ
て
水
位
低
減
効
果
が
期
待
で
き
る
狭
窄
部
の
拡
幅
（
下
流
）
、
及
び
平
成
18
年
洪
水
で
浸
水
実
績
の
あ

る
箇
所
の
堤

防
整
備
を
優
先
し
て
実
施
。

■
道
路
整
備
、
支
川
処
理
及
び
下
流
に
位
置
す
る
中
海
湖
岸
堤
整
備
の
進
捗
等
の
関
連
工
事
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
整
備
を
推
進
。

■
大
橋
川
改
修
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
地
域
と
の
合
意
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
景
観
に
配
慮
し
た
整
備
に
資
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
や
改
修

に
よ
る
環
境

へ
の
影
響
を
監
視
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
協
議
会
を
開
催
し
、
有
識
者
か
ら
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
進
め
る
。

※
）

関
係

機
関

と
の

調
整

を
図

り
な
が

ら
、
順

次
整
備
を

実
施
す

る

平
成

18
年

7月
松

江
市

東
本
町

の
浸
水

状
況

大
橋

川
整
備

箇
所

景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
審
議
状
況

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
協
議
会
審
議
状
況

平
成

18
年

7月
松

江
市

朝
日
町

の
浸
水

状
況

実
材

料
を

⽤
い

た
設

計
審

議
オ

オ
クグ

移
植

状
況

大
橋
川
改
修
の
進
捗
状
況

右
岸

下
流

拡
幅

部
（

⽵
⽮

⽮
⽥

地
区

）

左
岸

上
流

部
【H

18
浸

⽔
】(

向
島

地
区

)

大
橋
川
沿
川
で
の
浸
水
被
害

拡
幅

築
堤

・護
岸

（
短

期
・中

期
）

H1
8洪

⽔
浸

⽔
範

囲
（

実
績

）

S4
7洪

⽔
浸

⽔
範

囲
（

ダム
・放

⽔
路

完
成

後
の

計
算

値
）

※
 S

47
洪

⽔
浸

⽔
範

囲
に

つ
い

て
は

、H
18

洪
⽔

と浸
⽔

範
囲

が
重

な
る

　 
 た

め
、図

で
は

重
な

らな
い

範
囲

の
み

を
着

⾊
して

い
る

。

改
 修

 整
 備

 内
 容

 凡
 例

 【
細

線
】

・
（

）

暫
定

完
成

整
備

済
区

間
　 (

暫
定

完
成

とは
計

画
⾼

⽔
位

迄
の

整
備

）

当
⾯

７
年

間
の

整
備

実
施

区
間

築
 堤

 整
 備

 時
 期

 凡
 例

 【
太

線
】

　
　

※
築

堤
整

備
の

図
で

あ
り

、
仮

設
工

等
の

着
手

に
つ

い
て

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
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当
面

7
年

間
の
具

体
的

な
実

施
内

容
：
中

海
・
宍

道
湖

湖
岸

堤
整

備

■
中
海
・
境
水
道
で
は
、
平
成
14
年
、
15
年
、
16
年
等
、
近
年
高
潮
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
往
最
高
水
位
（
平
成
15
年
9月

）
に
対
し
、
浸

水
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
よ
う
湖
岸
堤
の
整
備
を
実
施
す
る
。

■
当
面
7年

間
に
お
い
て
は
、
近
年
の
高
潮
に
よ
り
家
屋
浸
水
が
発
生
し
た
箇
所
、
既
往
最
高
水
位
に
よ
る
家
屋
浸
水
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
を
対
象
に
順
次

整
備
を
実
施
す
る
。

■
宍
道
湖
で
は
、
昭
和
47
年
7月

洪
水
が
再
び
発
生
し
た
場
合
に
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
お
い
て
、
湖
岸
堤
整
備
を
実
施
す
る
。

■
当
面
7年

間
に
お
い
て
は
、
優
先
度
の
高
い
来
待
地
区
、
玉
湯
地
区
の
整
備
を
実
施
す
る
。

中
海

・
境
水

道
、

宍
道

湖
湖

岸
堤

の
整

備

平
成

15
年

9月
米

子
市
葭

津
の
浸

水
状
況

平
成

16
年

9月
松

江
市

大
海

崎
町

の
浸

水
状

況

【
浸
水
被
害
状
況
】

【
湖
岸
堤
整
備
イ
メ
ー
ジ
（
宍
道
湖
）
】

来
待
地
区

玉
湯
地
区

【
浸
水
被
害
状
況
（
宍
道
湖
）
】

平
成

18
年

7月
松

江
市

来
待
地

区
の
浸

水
状
況

【
湖
岸
堤
の
整
備
を
実
施
す
る
区
間
（
宍
道
湖
）
】

：
当
面
7
年
間
の
整
備
実
施
箇
所

【
湖
岸
堤
の
整
備
を
実
施
す
る
区
間
（
中
海
）
】

：
当
面
7
年
間
の
整
備
実
施
箇
所

完

完
完

完

計
画
堤
防

高

完

【
湖
岸
堤
整
備
イ
メ
ー
ジ
（
中
海
・
境
水

道
）
】
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7
,0

0
0

6
,0

0
0

5
,0

0
0

4
,0

0
0

3
,0

0
0

2
,0

0
0

1
,0

0
00

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

6
,0

0
0

7
,0

0
0

H
2
2

H
2
7

H
3
2

H
3
7

H
4
2

H
4
7

H
5
2

H
5
7

H
6
2

H
6
7

H
72

H
7
7

H
82

H
0

（
百

万
円

）

便
益

（
各

年
度

価
格

）
事

業
費

（
各

年
度

価
格

）
維

持
管

理
費

（
各

年
度

価
格

）

便
益

（
現

在
価

値
化

）
事

業
費

（
現

在
価

値
化

）
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）

便益（B)
（年平均被害軽減期

待額）

費用（C)
（事業費+維持管理

費）

便
益

（
現

在
価

値
化

）
：
6
2
8億

円

事
業

費
（
現

在
価

値
化

）
：
2
29

億
円

維
持

管
理

費
（現

在
価

値
化

）：
2
8
億

円

1
5
0

1
0
0

5
00

5
0

費用（C）

維持管理費

（
百

万
円

）

当
面
7
年
間
の
事
業
実
施
箇
所
（
案
）
の
費
用
対
効

果
分
析

①
費

用
便

益
比

（
B
/
C
）

の
算

出

※
１

．
本
表

中
の
額

は
、
平

成
2
8年

度
を

基
準

年
度

と
し

て
現

在
価

値
化

を
し

た
も

の
で

あ
る

。

※
２

．
中
海

・
境
水

道
の
湖

岸
堤
整

備
に

つ
い

て
は

、
越

波
に

対
す

る
被

害
軽

減
に

よ
る

便
益

。

当
面

事
業
の

整
備

期
間

（
7
年

間
）

施
設

完
成
後
の
評
価
期
間
（

5
0年

間
）

維
持
管
理
費
の
拡
大
グ
ラ
フ

■
便
益
の
整
理

・
評
価
期
間
中
に
発
現
す
る
便
益
を
、
社
会
的
割
引
率
(４

％
)で

割
り
引
い
た
上
で
集
計

・
施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
終
了
時
点
で
の
残
存
価
値
を
算
定

■
費
用
の
整
理

・
今
後
見
込
ま
れ
る
事
業
費
、
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
社
会
的
割
引
率
（
４
％
）
に
よ
っ

て
割
り
引
い
た
上
で
集
計
（
消
費
税
は
控
除
し
て
い
る
）

項
目

全
体

事
業

便
益
(B
1
)

6
22
 億

円

残
存
価
値
(B
2)

6 
億
円

総
便
益
(B
=B

1+
B
2)

6
28
 億

円

建
設
費
(C
1)

22
9
 億

円

維
持
管
理
費
(C
2)

2
8 
億
円

総
費
用
(C
=C

1+
C
2)

25
7
 億

円

便
益
比
（
B/
C）

2.
4

※
全
体
事
業
：
H2
9年

度
～
H3
5年

度

基
準
年
度

：
平
成

2
8
年
度
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参
考

：
貨

幣
換

算
が
困

難
な
効

果
等

に
よ
る
評

価

「
想

定
死

者
数

」
の

考
え

方
浸

水
に

よ
る

想
定

死
者

数
を

避
難

率
別

に
推

計
す

る
。

・計
算

メ
ッ

シ
ュ

毎
に

、
年

齢
別

（6
5
歳

以
上

、
未

満
）、

居
住

す
る

住
宅

の
階

数
別

（1
階

、
2
階

、
3
階

以
上

）に
分

類
し

た
人

口
に

危
険

度
を

乗
じ

た
値

の
総

和
か

ら
想

定
死

者
数

を
算

出
す

る
。

・既
往

水
害

に
お

け
る

避
難

率
は

大
き

な
幅

が
あ

る
た

め
、
避

難
率

は
0
%
、
4
0
%
、
8
0
%

の
3
つ

の
ケ

ー
ス

を
設

定
す

る
。

想
定

死
者

数

（
整

備
前

）
（
整

備
後

）

「
電

力
が

停
止

す
る

浸
水

深
」の

考
え

方
浸

水
に

よ
り

停
電

が
発

生
す

る
住

宅
等

の
居

住
者

数
を

推
計

す
る

。

・浸
水

深
7
0
㎝

で
コ

ン
セ

ン
ト
（床

高
5
0
㎝

＋
コ

ン
セ

ン
ト
設

置
高

2
0
㎝

）に
達

し
、
屋

内
配

線
が

停
電

す
る

。

・浸
水

深
1
0
0
㎝

以
上

で
、
地

上
に

設
置

さ
れ

た
受

変
電

設
備

（6
,6

0
0
V
 等

の
高

圧
で

受
電

し
た

電
気

を
使

用
に

適
し

た
電

圧
ま

で
降

下
さ

せ
る

設
備

）及
び

地
中

線
と

接
続

さ
れ

た
路

上
開

閉
器

が
浸

水
す

る
た

め
、
集

合
住

宅
等

の
棟

全
体

が
停

電
す

る
場

合
が

あ
る

。

・浸
水

深
3
4
0
cm

以
上

で
、
受

変
電

設
備

等
の

浸
水

に
よ

り
、
棟

全
体

が
停

電
と

な
ら

な
い

集
合

住
宅

に
お

い
て

は
、
浸

水
深

に
応

じ
て

階
数

毎
に

停
電

が
発

生
す

る
。

電
力

の
停

止
に

よ
る

影
響

人
口

河
川

整
備

基
本

方
針

の
計

画
規

模
洪

水
に

お
け

る
想

定
死

者
数

河
川

整
備

基
本

方
針

の
計

画
規

模
洪

水
に

お
け

る
電

力
の

停
止

に
よ

る
影

響
人

数

（
整

備
前

）
（
整

備
後

）

浸
水

深

0
.7

m
未

満

0
.7

～
1
m

未
満

1
～

3
.4

m
未

満

3
.4

～
5
m

未
満

5
m

以
上

■
「
水
害
の
被
害
指
標
分
析
の
手
引
き
」
に
準
じ
て
河
川
整
備
に
よ
る
「
人
的
被
害
」
と
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
る
波
及
被
害
」
の
軽
減
効

果
を
算
定

■
河
川
整
備
基
本
方
針
の
計
画
規
模
と
な
る
1
/
1
5
0
確
率
の
洪
水
に
対
し
て
評
価
を
実
施

■
河
川
整
備
基
本
方
針
の
計
画
規
模
と
な
る
1
/
1
5
0
確
率
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
斐
伊
川
直
轄
管
理
区
間
内
の
想
定
死
者
数
が
7
3
4
人
（
避
難
率

4
0
%
）
、

電
力
の
停
止
に
よ
る
影
響
人
口
が
8
5
,
0
0
0
人
と
想
定
さ
れ
る
が
、
事
業
実
施
に
よ
り

軽
減
さ
れ
る
。

浸
水

深

2
.3

m
未

満

2
.3

～
5
.0

m
未

満

(1
階

危
険

水
位

)

5
.0

～
7
.7

m
未

満

(2
階

危
険

水
位

)

7
.7

m
以

上

浸
水

面
積

1
2
,9

7
7
h
a

浸
水

面
積

8
,9

1
8
h
a

浸
水

面
積

1
2
,9

7
7
h
a

浸
水

面
積

8
,9

1
8
h
a

8
5
,0

0
0
 

3
8
,6

6
8
 

0

2
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

1
0
0
,0

00

1
2
0
,0

00

電
力

停
止

に
よ

る
影

響
人

口

実
施

前

実
施

後

影
響

人
口

(人
)

1
2
24

7
34

2
4
6

3
6
1

21
5

7
3

0

2
00

4
00

6
00

8
00

1
00

0

1
20

0

1
40

0

避
難

率
0%

避
難

率
40

%
避

難
率

8
0%

実
施

前

実
施

後

想
定

死
者

数
(人

)
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コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
等
の
可
能
性

■
コ
ス
ト
縮

減
：

①
関
係

機
関
等
と
調
整
し
、
堤
防
除
草
に
よ
り
発
生
す
る
刈
草
の
有
効
利
用
等
を
図
り
、
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

②
新
技

術
・
新
工
法
を
活
用
し
建
設
コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
と
と
も
に
、
施
設
操
作
、
点
検
の
効
率
化
等
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

を
図
る

。
■
代
替
案
立

案
等
の
可
能
性
：

・
ダ
ム
・

放
水
路
に
つ
い
て
は
、
事
業
完
成
済
み
で
あ
り
、
代
替
案
検
討
の
余
地
は
な
い
。

・
現
行
の

大
橋
川
改
修
計
画
は
、
学
識
者
が
中
心
と
な
っ
た
「
大
橋
川
改
修
技
術
検
討
懇
談
会
」
か
ら
の
助
言
を
反
映
さ
せ
て
、
国
土
交
通
省
、
自

治
体
等

が
協
議
の
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
最
適
案
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
代
替
案
の
検
討
を
行
う
必
要
は
な
い
。

・
現
状
で

の
事
業
の
進
捗
状
況
並
び
に
残
事
業
に
お
け
る
費
用
対
効
果
も
高
い
こ
と
か
ら
、
代
替
案
を
検
討
す
る
必
要
が
な
い
。

①
堤
防
除
草
に
お
け
る
刈
草
の
有
効
利

用

コ
ス

ト
縮

減
の

可
能

性

②
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
施
設
の
建
設

①
堤
防
除
草
に
お
け
る
刈
草
の
有
効
利

用

○
斐
伊
川
堤
防
除
草
に
お
け
る
刈
草
の
有
効
利
用
（
JA
等
提
供
）

・
一
般
廃
棄
物
処
分
の
場
合
：
運
搬
費
20
.6
百
万
円
＋
処
分
費
12
.0
百
万
円

＝
32
.6
百
万
円
/年

・
刈
草
有
効
利
用
の
場
合

：
運
搬
費

6.
0百

万
円
＋
梱
包
費
11
.0
百
万
円

＝
17
.0
百
万
円
/年

※
斐
伊
川
本
川
で
の
比
較

約
15
.6
百
万
円
/年

の
コ
ス
ト
縮
減

刈
草

の
集

積
・

梱
包

作
業

刈
草

の
積

込
み

作
業

JA
等

提
供

②
現
場
条
件
に
応
じ
た
ゲ
ー
ト
設
備
を
選
定
し
コ
ス
ト
縮
減

○
樋
門
ゲ
ー
ト
を
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー

ト
と

し
、

開
閉

を
自

動
化

す
る

こ
と

で
建

設
コ

ス
ト

縮
減

・
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー
ト
の
場
合

：
28
.7
百
万
円

・
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
場
合

：
14
.1
百
万
円

※
2.
6m
×
1.
4m
の
樋
門
1基

あ
た
り
で
の
比
較

※
河

床
変

動
が

少
な

く
堤

内
地

が
比

較
的

高
い

大
橋

川
で

採
用

約
14
.6
百
万
円
/門

の
建
設
コ
ス
ト
縮
減

門
柱

レ
ス
で

安
価

な
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

を
採

用

ス
ラ
イ
ド

ゲ
ー
ト
の

た
め

門
柱
や
操

作
台
が
必

要
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参
考

：
斐
伊
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
前
回
評
価
と
の
比
較

前
回
評
価

（
H
2
5
.
1
2
報
告
）

今
回
評
価

備
考

事
業
諸
元

志
津
見
ダ
ム
、
尾

原
ダ
ム
、

斐
伊
川
放
水
路
の

建
設
、
堤

防
整
備
、
湖
岸
堤

整
備
等

同
左

事
業
期
間

平
成
2
2
年
～
平
成
4
1
年
度
末

（
予
定
）
（
2
0
カ
年
）

同
左

総
事
業
費

約
1
,
1
0
7
億
円

（
消

費
税
含

む
）

約
1
,
1
1
3
億
円

（
消
費
税
含
む
）

・
志
津
見

ダ
ム

、
尾
原

ダ
ム

に
つ
い

て
精

算
額
（

H
2
2
～

2
3
）
を

計
上

・
現

地
精

査
に

伴
う
斐

伊
川

本
川
の

堤
防

整
備
延

長
の

延
伸
に

よ
り

事
業
費

増

総
便
益

(
B
)

約
1
8
,
1
0
7
億
円

（
消

費
税
含

む
）

約
2
4
,
2
5
6
億
円

（
消
費
税
控
除
）

・
資

産
デ

ー
タ

の
更
新

経
済

セ
ン

サ
ス

デ
ー

タ
（

H2
1
⇒

H2
4
）

延
べ

床
面

積
デ
ー

タ
(
H
1
7
⇒

H
2
2
）

土
地

利
用

デ
ー

タ
(
H
2
1⇒

H2
6）

・
各
種
資

産
評

価
単
価

の
更

新
（

H
2
5
.
2
⇒

H
2
8
.
3
）

・
消

費
税

控
除

（
※
1
）

総
費
用

（
Ｃ
）

約
1
,
3
4
4
億
円

（
消

費
税
含

む
）

約
1
,
4
0
4
億
円

（
消
費
税
控
除
）

・
志
津
見

ダ
ム

、
尾
原

ダ
ム

に
つ
い

て
精

算
額
（

H
2
2
～

2
3
）
を

計
上

・
現

地
精

査
に

伴
う
斐

伊
川

本
川
の

堤
防

整
備
延

長
の

延
伸
に

よ
り

事
業
費

増
・

維
持

管
理
費

用
の
見

直
し

・
消

費
税

控
除

（
※
2
）

費
用
対
効
果

（
Ｂ
／
Ｃ
）

1
3
.
4

1
7
.
2

◆
前

回
評

価
時

と
の

比
較

※
1
）
「
各
種
資
産
評
価
単
価
及
び
デ
フ
レ
ー
タ
ー
（
平
成
2
8
年
3
月
改
正
）
」
よ
り
消
費
税
を
控
除

※
2
）
平
成
2
8
年
4
月
5
日
事
務
連
絡
「
費
用
便
益
分
析
の
費
用
算
定
に
お
け
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
に
基
づ
き
消
費
税
を
控
除
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参
考
：
斐
伊
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析
（
感
度
分
析
）


残

事
業

、
残

工
期

、
資

産
を

個
別

に
±

1
0
％

変
動

さ
せ

て
、

費
用

便
益

比
（

B
/C
)
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。

斐
伊
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
の
費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）

基
本

残
事
業
費

残
工
期

資
産

+1
0%

-1
0%

+1
0%

-1
0%

+1
0%

-1
0%

全
体
事
業

1
7.
2

16
.8

17
.6

17
.3

17
.2

18
.9

15
.6

残
事
業

2.
2

2
.0

2.
4

2
.2

2.
2

2
.4

2.
0

当
面
の
整
備

（
7ヶ

年
）

2.
4

2
.2

2.
6

2
.4

2.
4

2
.6

2.
2
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斐伊川直轄河川改修事業

〔鳥取県への意見照会と回答〕

－ 31 －
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

斐伊川直轄河川改修事業 継続

一般国道９号 鳥取西道路 継続

一般国道９号 鳥取西道路（Ⅱ期） 継続

一般国道９号 鳥取西道路（Ⅲ期） 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２８年１２月　７日（水）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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斐伊川直轄河川改修事業

〔島根県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

斐伊川直轄河川改修事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２８年１２月　７日（水）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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